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「愛の言霊」～東っ子に届けたい「愛あるひとこと」～ 
校 長 倉  本    敦  

 

新年度がスタートしてからの３か月余り、慌ただしい日々の中で、気が付けば１学期も終わりを迎え

ようとしています。東っ子たちは、学校生活の中で、悩みながらも少しずつ自分のペースを見つけ、日

々前向きに取り組む姿が見られました。教職員の「愛あるサポート」と、保護者や地域の皆様の「温かい

見守り」が、東っ子の大きな力になっていることを改めて実感しております。ありがとうございました。  

今月は、「言霊（ことだま）」についてつぶやいてみます。私が「言霊」という言葉を知ったのは、ある歌

手の３７作目の新曲「愛の言霊」が発売された１９９６年のことです。ある歌手とは、今年で結成４７年

目、今なお日本の音楽業界を席巻している、ご存じサザンオールスターズのことです。「言霊」とは「言

葉には魂が宿り、発した言葉には現実に影響を与える力がある」という考え方です。今こそ、我々「ひが

し学園」の教職員は、この「言霊」という考え方に改めて立ち返る必要があると強く感じています。と申

しますのも、今年度「ひがし学園」では、児童・生徒たちの実態を鑑み、言語感覚と言語環境を整えるこ

とに、全教職員が強い意志と一体感をもって取り組んでいるからです。 

１学期を振り返る中で、いくつか気がかりな場面がありました。それは、子どもたちが無意識のうち

に使っている言葉の中に、冗談のようでいて、相手を尊重しない表現や、相手の心に刺さる言葉、自分

をおとしめるような否定的な表現が聞かれることがありました。「キモい」「死ね」「うざい」「どうせ無

理」等、軽い気持ちで発した言葉かもしれませんが、受け取った側には深く残り、時に心を傷つけてしま

います。また、そうした言葉を自分自身に向けてしまう子もいます。言葉は目に見えませんが、確実に人

の心に作用します。特に、多感な中学生の時期には、何気ないひと言が心に深く残り、自己評価や人間

関係に影響を与えることがあります。逆に言えば、あたたかな励ましや感謝の言葉が、子どもたちの心

に希望を灯し、前に進む力になることもあると思います。 

私たち大人が今、子どもたちの「言葉」に関心を持つことは、単にマナーやルールを教えるということ

だけではありません。言葉は、人間関係を築くための土台です。思いやりのある表現や状況に応じた言

葉づかい、自分の気持ちを適切に伝える力を、周囲の大人が丁寧に言葉を交わす姿を見せながら、時

間をかけて育てていくものだと思っています。ですから、意識して「ありがとう」「がんばっとるね」「大

丈夫だよ」そして、「ええじゃ～」といった前向きな言葉かけを、日常に取り入れていけたらと思ってい

ます。子どもたちは、大人が使う言葉をよく聞いています。「言葉は人をつくり、関係をつくり、社会を

つくる」そんな思いをもち、学校でも日々「そこに愛はあるんか？」を常に意識しながら、丁寧な言葉の

やりとりを大切にしています。この夏休み、ぜひご家庭でも、お子様との言葉のやりとりを見つめ直す

きっかけとしていただければ幸いです。未来を担う子どもたちの心がやさしく、あたたかな言葉で満

たされていくよう、今後ともご支援をよろしくお願いいたします。 

  さて、今月のつぶやきはこれくらいにしておきます。 

来月は、私の人生の一学年後輩にあたる長崎県出身のシンガーソングライター（俳優・ 

写真家）のあの名曲を語りの扉にして、つぶやいてみます。 

 
 

 校長のつぶやき 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、土曜夜市の季節がやってまいりました。 

本校からは、４０名の生徒がボランティアとして参加する予

定です。初日の１２日（土）、早速活動開始！生徒は、焼きそ

ばやポップコーン、ゲームコーナー等のお手伝いに意欲的に取

り組んでいました。第２週目となる明日も、きっと、大いに活

躍する姿が見られることと思います。 

そして、第３週目には、夜市史上初となる、『東中生徒の企

画・運営によるゲームコーナー』がお目見えします。｢夜市（の

企画）、頑張っていきましょう！｣や、｢地域を盛り上げていき

ましょう！｣といった言葉が聞かれる等、企画メンバー全員が

やる気に満ちています。また、商工連の皆さんにも、お仕事の

合間を縫って話合いに参加していただき、貴重なアドバイスを

頂戴しています。生徒のために、学校のためにご尽力いただい

ていることに、心より感謝申し上げます。 

生徒には、このような活動を通して地域の方と関わる中で、

郷土への愛着や誇りをもち、未来の東地区を担う大人へと成長

してほしいと願っています。また、本学園の小中一貫教育目標

である「ふるさとを愛し、ふるさとの人々からも愛される子ど

もたちの育成」を、ご家庭や地域の皆様と一体となり実現して

いきたいと思っております。引き続き、ご理解とご協力のほど、

お願いいたします。 

本日をもって１学期終了となりました。 

保護者ならびに地域の皆様には、大変お世話

になりました。いよいよ明日から、夏休みが始

まります。生徒には、やるべきことを疎かにせ

ず、日頃できないことに挑戦したり、家族とと

もに素敵な思い出を作ったりする等、長期休業

を有意義に過ごしてほしいと思っております。

ご家庭や地域でも、ご指導をお願いいたします。 

なお、岩国市では、夏季休業中に市立小・中

学校の閉庁日を設け、学校運営の改善や省エネ

ルギー対策等を図ることとしており、今年度は

８月 12日(火)・13日(水)・14日(木)・15日(金)

を学校閉庁日としています。その間の連絡は、

岩国市教育委員会を通して学校長へ連絡が入る

ようになっています。緊急時などは、岩国市教

育委員会学校教育課（電話：0827-29-5203）

へご連絡いただきますようお願いいたします。 

９月２７日（土）の体育祭に向けて、実行委員会が発足しま

した。各学年の委員は次のとおりです。隊の団結や体育祭の成

功のため、惜しみなく力を発揮することと思います。活躍を楽

しみにしています。 

 

＜実行委員長＞菱田 琉結 

＜７年実行委員＞海老原然路、礒本 瑛晨 

斉藤いつ花、白石結浬奈 

＜８年実行委員＞市場 碧登、益田 悠生 

田中 美優、村本 琴音 

＜９年実行委員＞竹山 蒼也、濵砂 海斗、尾﨑 由奈 

日 曜 行事など 給食

1 金 教職員AED講習会、全国学力・学習状況調査結果分析

2 土 慰霊祭、盆踊り

3 日

4 月

5 火

6 水 ３校合同研修会、学校運営協議会、ＳＣ来校

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月 山の日

12 火 学校閉庁日

13 水 学校閉庁日

14 木 学校閉庁日

15 金 学校閉庁日

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木 （東小登校日）

22 金 職員会議、職員作業

23 土

24 日 岩国市水泳大会

25 月 ＳＣ来校

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

8月の行事予定    (※7/18現在のものです)


